
学校関係者評価公表シート（令和 5 年度） 

                           学校法人東粉浜幼稚園学校関係者評価委員会 

                                             令和 6年３月 27日 

 

○ 学校関係者評価委員会の意見 

    令和 5年度評価委員会を令和 6年３月 27日に開催した。 

    本年度の本園の取り組みについて 

   （１） 本年度の教育目標・重点課題・具体的な取り組み 

      ・  本園のよき伝統（和太鼓・ハイレベルな生活発表会等）が守られ、新しい息吹（英語

指導・チアリーディング等）の感じられる幼児教育が行われている。今年度は、コロナ

ウイルス感染症・熱中症防止対策を講じながら、徒歩登園・運動会・作品展・生活発

表会等が実施されていた。特に生活発表会は参観者の一定の制限はあったものの

子ども達が生き生きと活躍する場と成長した姿がみられ、保護者としては嬉しかった。

いろいろご配慮いただいた先生方のご苦労がわかった。子どもたちの成長がはっきり

見て取れた一年であった。 

・ 心穏やかなやさしい純粋な子どもが育っている。 

・ 子どもの持てる力の開発に余念のない取り組みがわかる。 

・ 幼稚園の子ども主体の教育は日々の取り組みでよくわかる。 

・ 保育修了式は色々な工夫がなされていて感動的だった。 

・ 園行事の実施時期をずらしたり、早めたり子ども達にとって無理のないような対策が

行われていたのがよくわかった。 

  △ 体力は低いようであるが、楽しく元気に園庭で遊ぶ園児の姿が見られるのは、保育の

成果といえる。運動会のリレーは以前と変わらぬ迫力ある競技であった。  

・ インフルエンザによる学級閉鎖が 1 クラスあったが園全体に感染が広まることもなく 

日頃の感染予防対策の成果であると思いたい。 

   （評 価 Ａ） 

 

   （2） 放課後自由あそびについて 

・ たくさんの子ども達が放課後園庭で楽しく遊んでいる。当初の一定の成果は得られ

ている。曜日の設定も工夫されているのがよくわかる。 

・ 子どもの遊びの姿を目の当たりにできてよいことだと思う。みんな元気である。 

△ 安全の確保に万全を期すことが一番である。 

      △ 保護者の参観者は多いが、手伝いはほとんどなくＰＴＡ役員・有志だけである。 

        (評 価 B) 

                           

   

 

 

 



 （3） 食に関する指導（弁当給食）について 

・ 月１回手作り家庭弁当は、保護者の負担が減るとともに、子どもからの「ありがとう」      

の声が聞かれるようになり、作り手としては嬉しかった。それにしても自園給食はありが

たい。家庭では食べないメニューが準備（工夫）されていて,保護者としてはありがたい。 

△ 長期休業中の預かり保育での給食はこのままでよい。保護者は給食を歓迎し感謝し

ている。 

 （評 価 A） 

 

（４）  英語教育について 

    ・ 内向的であった子どもが、回を重ねるにつれて、積極的に話すようになってきた 

     ネイティブの人とも話せる機会があってもいいのではないかとも思う。 

    ・ 英語の時間を楽しみにしている子どもが育っているように思える。ＰＴＡ主催のバザー

とハロウィーンパーティーでも学んだ英語を使えていて驚きであった。 

     (評  価 A) 

 

（５） 作品展 

   ・ 会場の多目的ホールには、「ジブリの世界」を統一テーマにした造形作品が並んでい

た。どの人形も個性的でかわいかった。先生方の力添えも分かり、今のこの時期でし

か味わえない素晴らしい時間を共有でき嬉しかった。 

   ・ 描画作品も一年間の子どもの歩みが分かり、年々成長しているところがわかった。 

(評  価 A) 

 

○  評価委員会のまとめ 

・ 園の長期にわたる伝統的な教育活動と新しい風を取り入れ、きめ細やかな教育活動

が行われている。 

次代を担う子どもの基礎・基本づくりに期待している。 

・ 保育修了式（卒園式）は、感染症対策から一部規模縮小で行われたが、いつものよ

うに心温まる式を挙行していただき、ＰＴＡ・保護者は喜んでいる。 

・ お泊まり保育はＰＴＡ役員・有志のご協力により楽しい思い出作りができたと思う。 

 

                                           

 


